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TopMessage

平素より当社グループ事業へのご理解とご支援を賜り、心より感謝申し
上げます。

ここに当社グループの第69期（平成29年6月期）における営業のご報
告をお届けするとともに、当社グループ事業の特色および今後の事業
展開についてご説明させていただきます。ご高覧いただければ誠に幸
いに存じます。

　当期におけるわが国経済は、雇用情勢や企業収益の改善等を
背景として、全体では緩やかな回復基調ではあったものの、英
国のＥＵ離脱など海外経済の不確実性の高まりや、米国の政策
金利引上げの影響による金融資本市場の変動など、先行きにつ
いては不透明な状況が続いております。
　このような状況のもと、当社グループでは数多くの新製品を
発売し、新たな市場の創出と獲得に注力してまいりました。
　当期は新製品として、専用ATOK等を搭載した「ポメラ」
DM200や、シンプルな機能で簡単に使える「テプラ」PRO
SR170を発売いたしました。また、平成29年4月より、暮らし
の中の楽しい“ひととき”を提供できるような文房具ブランド
『HITOTOKI（ヒトトキ）』を立ち上げ、その第1弾として、テー
ププリンター“こはる”MP20を発売するなど、女性向けの文
房具の開発・発売にも注力してまいりました。
　この結果、当期の売上高は346億2,782万円（前期比1.4％
増）、営業利益は16億4,127万円（前期比32.5％増）、経常利
益は18億2,806万円（前期比39.2％増）、親会社株主に帰属す
る当期純利益は12億400万円（前期比48.8％増）となりました。
　なお、当期は創業90周年にあたることから、期末配当につ
きましては、1株当たりの普通配当7円に記念配当6円を加えた
13円を実施いたします。これにより、当期における年間配当は、
中間配当を1株当たり7円で実施しておりますので、1株当たり
20円となります。

　日本経済は、雇用所得環境の改善や経済対策の効果などによ
り、緩やかに回復していくことが期待されるものの、海外の政
治・経済動向に不透明感が残っており、楽観できるものではあ
りません。
　こうした経済環境のなか、ステーショナリーでは、はさめるペ
ンケース「ペンサム」や二つ折りクリアーファイル「コンパック」、
書くときにリングが手にふれないノートシリーズ「テフレーヌ」
の販売が好調です。電子製品では、電子メモパッド「ブギーボー
ド」の新モデルとして、10.5インチのハイコントラスト液晶を採
用し、より見やすく進化した「ブギーボード」BB-9を発売いたし
ました。また、デスク整理用品の販売が好調なオフィス環境用
品では、デスクの引き出しに取り付けるだけで、ノートや電卓な
どのワーキングツールを収納できる「デスクポケット」を発売い
たしました。今後も当社グループは製品開発に一層注力し、業
績の向上に努めてまいります。
　また、当社の海外生産拠点がベトナム、インドネシア、マレー
シアにあることを活かした原価の低減を図ることで、ファイル市
場のシェア拡大と利益確保に努めたいと考えております。
　上記施策により、次期におきましては、売上高360億円（前
期比4.0％増）、営業利益16億7,000万円（前期比1.8％増）、
経常利益18億6,000万円（前期比1.7％増）、親会社株主に帰
属する当期純利益12億6,000万円（前期比4.7％増）を計画し
ております。

代表取締役社長

目標達成に向け、引き続き
全社的な努力を続けてまいります

当期の業績と事業経過について 次期の見通しについて

社長ごあいさつ
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FinancialHighlight

売上高

親会社株主に帰属する当期純利益

経常利益

自己資本・自己資本比率

■文具事務用品事業の売上増加により増収
主力の「テプラ」や「ポメラ」等の「電子製品」が好調で、売上に大きく貢献

■営業利益をはじめ、すべての利益で増益
売上原価率低減や販売管理費の減少により増益

Point

業績ハイライト
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文具事務用品事業の売上高は271億2,238万円（前期比1.9％
増）、営業利益は14億2,779万円（前期比16.0％増）となりまし
た。インテリアライフスタイル事業の売上高は75億543万円
（前期比0.2％減）、営業利益は1億9,647万円（前期は973万
円の営業損失）となりました。

【主な取扱い商品】
テプラ・ポメラ・ミルパス・ラッケージ・こはる・スミサット・インフォメーション
ポール・デスクボード・ディスプレイボード　など

専用ATOK等を搭載した「ポメラ」DM200や、シンプルな機能で簡単に使える
「テプラ」PROSR170を発売いたしました。また、テーププリンター“こはる”
MP20を発売し、女性向けの文房具の開発、発売にも注力してまいりました。オ
フィス環境改善用品では、「インフォメーションポール」、デスクトップパネル「タテ
テ」、「扉につけるお知らせライト」を発売し、店舗や公共施設等、幅広いお客様か
ら高いご支持をいただいております。そのほか、「災害帰宅セット」、「災害備蓄セッ
ト」を発売し、防災用品のラインアップ拡大を図りました。

売上高
構成比

文具事務用品
（電子製品）
45％

文具事務用品
（ステーショナリー）
33％

インテリア
ライフスタイル

22％

2015

148

2016

150

2017

157売上高の推移

 売上高 �����������157億円
 （前期比4.5％増）

文具事務用品（電子製品）

事業別の概況
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SegmentInformation

【主な取扱い商品】
キングファイル他、事務用ファイル・ショットノート・ペンサム・コンパック・
暮らしのキロク・KITTA（キッタ）　など

シックな色合いのクリアーファイル「フォーマット」や、A4サイズの書類をコンパク
トに持ち運ぶことができる二つ折りクリアーファイル「コンパック」などを発売した
ほか、「暮らしのキロク」や「ペンサム」、「KITTA（キッタ）」のラインアップ拡大を
図りました。
また、平成29年４月より、暮らしの中の楽しい“ひととき”を提供できるような文房
具ブランド『HITOTOKI（ヒトトキ）』を立ち上げました。

㈱ぼん家具では、主力モールである楽天やAmazon、Yahoo!ショッピングにおい
て、値下げセールやクーポン配布、タイムセールなどを積極的に活用し、拡販して
まいりました。㈱アス力商会では、最新のインテリアやファッションのトレンドに調
和する高品質なアーティフィシャル・フラワーやアーティフィシャル・グリーンを多
数提案したほか、オフィスや公共スペースに多用していただける観葉植物の商品
拡充を図り、専用のカタログを発刊いたしました。㈱ラドンナでは、主力のフォトフ
レーム、デジタル雑貨の新商品投入に加え、自社オリジナルブランドの「Toffy」
キッチン家電シリーズに新商品を追加し、シリーズとしての拡充を図り、拡販して
まいりました。

2015

72

2016

75

2017

75売上高の推移

2015

110

2016

115

2017

113売上高の推移

 売上高 �����������113億円
 （前期比1.5％減）

 売上高 ����������� 75億円
 （前期比0.2%減）

文具事務用品（ステーショナリー）

インテリアライフスタイル
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※ 括弧内は対前期増減額

親会社株主
に帰属する
当期純利益
1,204
（+394）

非支配株主
に帰属する
当期純利益
19

（+12）

法人税等
552

（+162）

税金等調整前
当期純利益
1,776
（+569）

特別損失
52

（△108）

特別利益
0

（△53）

経常利益
1,828
（+514）

営業外費用
64

（△28）

営業外収益
250

（+83）

営業利益
1,641
（+402）

32,986
（+86）

34,627
（+489）

売上原価・
販売費及び
一般管理費

売上高

 売上高
文具事務用品事業の売上が増
加し、前期比1.4％の増加と
なりました。

 営業利益
売上原価率の低減や販売管
理費の減少により、前期比
32.5％の増加となりました。

  親会社株主に帰属する当期純利益
為替差益の増加等により、前
期比48.8%の増加となりまし
た。

連結損益計算書（単位：百万円）

連結財務諸表
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ConsolidatedFinancialStatement

資産の部 負債・純資産の部

2016 （年度）

3,104

805

5,226

17,856

26,993

流動資産

2016 （年度）2015

株主資本
20,110

新株予約権
51
非支配株主
持分
250

その他の
包括利益
累計額
151

純資産

19,780

2,364

5,463

27,608

2017

20,564

1,384

5,022

26,971

流動負債

固定負債

株主資本
19,304

新株予約権
33
非支配株主
持分
239

その他の
包括利益
累計額
△330

純資産

株主資本
18,879

新株予約権
33
非支配株主
持分
293

その他の
包括利益
累計額
573

純資産

19,247

1,264

6,480

26,993

有形
固定資産
無形
固定資産
投資
その他の資産

2015 2017

4,211

1,175

5,147

17,074

27,608

3,984

605605

4,948

17,433

26,971

※ 括弧内は対前期増減額

3,916
（+3,455）

△13

4,032
（+214）

△2,464
（△2,778）

（+115）

5,007
（+974）

現金及び
現金同等物の
期末残高

現金及び
現金同等物に
係る換算差額

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による
キャッシュ・フロー

（△32）
△463

投資活動による
キャッシュ・フロー 財務活動による

キャッシュ・フロー

 資産
2千万円の減少。主に現預金や
投資有価証券が増加した一方、
棚卸資産や、のれんが減少した
ことによるものです。

 負債
13億円の減少。主に借入金が
減少したことによるものです。

 純資産
13億円の増加。主に利益剰余
金やその他有価証券評価差額金
が増加したことによるものです。

 営業活動によるキャッシュ・フロー
主に税金等調整前当期純利益や棚卸資産の減少額、
減価償却費によるものです。

 投資活動によるキャッシュ・フロー
主に有形固定資産の取得による支出によるもので
す。

 財務活動によるキャッシュ・フロー
主に借入金の減少によるものです。

連結貸借対照表（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）
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1927年に創業者・宮本英太郎が独自に開発した特許人名簿・印鑑簿が大ヒットしたことでうまれた小さな文具メーカー「名鑑堂」が
キングジムの原点です。その後、「キングファイル」やラベルライター「テプラ」など、今やオフィスの定番となった製品を開発し、
近年ではデジタルメモ「ポメラ」や「ショットノート」など、“今までになかった”製品を世に送り出してきました。
これからもキングジムらしい独創的な製品を開発することで、新しい文化を創造し社会に貢献してまいります。
引き続きご愛顧賜りますよう、お願い申し上げます。

キングジムとして初の電子製品となる、
ラベルライター「テプラ」を発売

1988年

手書きメモを、
簡単にデジタル化できる　
「ショットノート」を発売

2011年

創業者・宮本英太郎が
特許人名簿・印鑑簿を発売

1927年

「株式会社名鑑堂」
を設立

1948年

事務用品の王様になりたい
という願いをこめて、
社名を「株式会社キングジム」
に改称

1961年

「キングファイルG」を発売
グッド・デザイン賞を受賞

1964年

テキスト入力に特化した専用機器　
デジタルメモ「ポメラ」を発売

2008年

創業　  　　周年

キングジムは創業90周年を迎えました。

トピックス



2017年度ハイライト
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Topics

デジタルメモ「ポメラ」DM200
「ポメラ」はテキスト入力のみに特化し、コンパクトで携帯性に優
れたデジタルツールです。2008年の発売以来、累計販売台数が
30万台を突破しました。最新機種のDM200は「ポメラ」シリーズ
の中の最上位モデルで、テキスト入力のしやすさを徹底的に追求
しました。「ポメラ」DM200向けに最適化された専用のATOK等
を搭載し、語彙数も従来機種の約3倍に強化したため、誤変換が
削減でき、入力がよりスムーズになりました。また、シリーズで初め
て無線LANを搭載したことで、作成した文章データをすぐにPCや
スマートフォンに共有できるようになり、活用の幅が広がりました。
（2016年10月21日発売）

文房具ブランド『HITOTOKI(ヒトトキ)』
近年新しいジャンルとして注力してきた女性向けの文房具のさらな
る市場開拓を目的とし、文房具ブランド『HITOTOKI(ヒトトキ)』を立
ち上げました。「ほんのひとてま加えることで、暮らしが少し豊かにな
る製品」というテーマで開発された既発売の6製品に加え、新製品と
して、テーププリンター“こはる”MP20を発売しました。また、ユー
ザーとのコミュニケーションの深化を図るため、インスタグラム公式
アカウントを開設。製品情報や使い方をわかりやすく投稿しています。
「文房具」という日常的に使用するモノを通し、今の時代に寄り添った
“たのしみ”や“ひとてま加えた暮らし”を提供してまいります。
（2017年4月18日発足）
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代表取締役社長 宮 本 　 彰
※ 常 務 取 締 役 （営業本部担当兼国内子会社担当） 萩 田 直 道
※ 常 務 取 締 役 （経営管理本部長） 原 田 伸 一
※ 常 務 取 締 役 （開発本部長兼広報室担当） 亀 田 登 信
※ 取 締 役 （調達物流本部長兼品質管理部担当） 高 野 　 真
※ 取 締 役 （人事総務部長兼監査室担当） 古 野 康 弘
※ 取 締 役 （営業本部長兼営業統括部長兼CS部担当） 岩 田 　 健
※ 取 締 役 （海外事業本部長兼海外子会社担当） 井 上 拓 人

社 外 取 締 役 恩 藏 直 人
社 外 取 締 役 髙 木 暁 子
常 勤 監 査 役 清 水 和 人
社 外 監 査 役 太 田 美 奈
社 外 監 査 役 垣 内 惠 子
社 外 監 査 役 丹 羽 武 司
執 行 役 員 （経理部長兼情報システム部担当） 金 子 英 俊
執 行 役 員 （開発本部副本部長） 神 崎 　 司
※印は執行役員を兼務しております。

商 号 株式会社キングジム
KINGJIMCO.,LTD.

創 業 1927年4月

設 立 1948年8月

資 本 金 19億7,869万円

従 業 員 数 連結2,334人、個別387人

本社
①  東京都千代田区東神田二丁目10番18号
営業拠点
②  東 京 支 店 （東京都千代田区）
③  名 古 屋 支 店 （愛知県名古屋市）
④  大 阪 支 店 （大阪府大阪市）
⑤  福 岡 支 店 （福岡県福岡市）
⑥  札 幌 営 業 所 （北海道札幌市）
⑦  仙 台 営 業 所 （宮城県仙台市）
⑧  さいたま営業所 （埼玉県さいたま市）
⑨  広 島 営 業 所 （広島県広島市）

ショップ
⑩  Toffy SHIODOME （東京都港区）
⑪  Toffy LANDMARK PLAZA （神奈川県横浜市）
⑫  Toffy ODAIBA （東京都江東区）

連結子会社 事業内容
株式会社キングビジネスサポート オフィスサービス
株式会社ラドンナ 室内装飾雑貨・文具事務用品・時計の企画、販売
株式会社アスカ商会 造花（アーティフィシャル・フラワー）・インテリア雑貨の輸入、企画、販売
株式会社ぼん家具 インターネットによる家具の通信販売
P.T.KING JIM INDONESIA クリアーファイルを中心とした化成品ファイルの製造
KING JIM（MALAYSIA）SDN.BHD. キングファイル等用の金属製とじ具の製造
KING JIM（VIETNAM）Co.,Ltd. キングファイル等の製造、販売
錦宮（上海）貿易有限公司 文具事務用品の販売
錦宮（香港）有限公司 電子製品機器等の販売ならびに開発・調達関連業務の受託

物流拠点
⑬ 東京ロジスティクスセンター （東京都江戸川区）
⑭  大 阪 物 流 セ ン タ ー （大阪府大阪市）
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役員� （平成29年9月14日現在）会社概要

拠点

会社概要（平成29年6月20日現在）



毎年6月21日から翌年6月20日まで

毎年9月開催

定時株主総会　毎年6月20日

期末配当金　毎年6月20日

中間配当金　毎年12月20日

そのほか必要があるときは、あらかじめ公告

して定めた日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

〒168-0063

東京都杉並区和泉二丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

0120-782-031（フリーダイヤル）

http://www.smtb.jp/personal/agency/

index.html

当社のホームページに掲載いたします。

http://www.kingjim.co.jp/

ただし、事故その他やむを得ない事由によ

り、当社のホームページに掲載することが

できない場合は、日本経済新聞に掲載いた

します。

100株

東京証券取引所

7962

・  事 業 年 度

・  定 時 株 主 総 会

・  基 準 日

　

・  株主名簿管理人および

　  特別口座の口座管理機関

・  株 主 名 簿 管 理 人

　  事 務 取 扱 場 所

（郵 便 物 送 付 先）

（電 話 照 会 先）

（インターネットホームページURL）

・  公 告 の 方 法

・  単 元 株 式 数

・  上場金融商品取引所

・  証 券 コ ー ド

発行可能株式総数 普通株式100,000,000株

発行済株式の総数 普通株式　32,459,692株

株主数 27,206名

大株主

（注）持株比率は、自己株式（4,036千株）を控除して計算しております。

株主名 持株数（千株）　持株比率（％）

東京中小企業投資育成株式会社 2,139 7.5

株式会社三井住友銀行 1,376 4.8

株式会社三菱東京UFJ銀行 1,011 3.6

宮本　彰 953 3.4

宮本　淑子 945 3.3

三井住友信託銀行株式会社 898 3.2

有限会社メイフェア・クリエイション 853 3.0

株式会社エムケージム 841 3.0

キングジム第一共栄持株会 792 2.8

宮本　惠美子 781 2.7

所有者別株式分布

■ 金融機関
■ 証券会社
■ その他国内法人
■ 外国人
■ 個人･その他
■ 自己名義

6,137千株
246千株
7,368千株
408千株

14,261千株
4,036千株

 計32,459千株

（  18.9％）
（    0.8％）
（  22.7％）
（    1.3％）
（  43.9％）
（  12.4％）
（100.0％）

個人･その他

自己名義

金融機関

その他
国内法人

外国人

証券会社

CompanyInformation
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株式に関するお問い合わせ先

　　　　　　　　　  人事総務部
東京都千代田区東神田二丁目10番18号 〒101-0031
Tel　03-3864-7070
Eメール　kabushiki@kingjim.co.jp 本書は、植物油インキを使用して印刷するとともに、

針金を使わず「ECO綴じ」にて製本しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

毎年6月20日現在の株主名簿に記録された所有株式数に応じて株主優待
品を年1回贈呈しております。

所有株数 優待内容

1,000株以上 5,000円相当の当社またはグループ会社商品

100株以上1,000株未満 2,500円相当の当社またはグループ会社商品

株主優待

住所・氏名変更、
単元未満株式の買取・買増等について
証券会社に口座を開設されている株主様
　→株主様が株式を保有されている証券会社でお手続
きください。

証券会社に口座を開設されていない株主様
　→三井住友信託銀行証券代行部へお問い合わせくだ
さい。

0120－782－031（フリーダイヤル）
未払配当金のお支払について
　→三井住友信託銀行証券代行部へお申し出ください。

0120－782－031（フリーダイヤル）

株主インフォメーション

http://www.facebook.com/kingjim.pr/

公式Facebookページ

ユーザーコミュニケーション
当社は、公式サイトや各種ソーシャルメディアを利用した
プロモーションや企業活動の告知を行っております。
お客様、投資家を含めたステークホルダーの皆様との双方向
の関係づくりを目指し、日々コミュニケーションの充実に
努めてまいりますので、ぜひ、株主の皆様も様々な形で当社
に触れてみてください。

http://www.kingjim.co.jp/

公式サイト

@kingjim

公式Twitterアカウント


